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③ 
民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町に いたしましょう。(町民憲章より)

早くたべたいよう/
健康な赤ちゃんを生み育てるた

め、町内母子保健活動では、 1ft月

妊婦乳幼児健康相絞 など一環し

た保健管斑を図っていますが‘こ

のほど乳幼児 6ヵ月"梓座で離乳食

講座を開設しました o (写真)幼児

的 5ヵ月前後は食欲も 111し筋肉が

一番発育する l時Wlなので、母乳や

ミルクだけでは栄養が不足します。

おまL以外の食べ bのを少しづっ与

えましょう。また 、虫歯予防のた

め甘党にしない Lつけも肝心です。

日
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作物の定着化がねらい
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1975年農業センサス

による町農業の実態

第
二
種
兼
業
農
家
が
増

総
農
家
数
は
、
八

農

家

数

、

百
十
三
戸
で
、
前
聞

の
四
十
五
年
よ
り
七
十
四
戸、

十
年
前

の
四
十
年
か
ら
み
る
と
二
百
三
十
四
戸

も
減
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す。

し
か
し
、
五
年
間
ご
と
の
減
少
率
で

は
、
四
十
年
の

一
0
・
四
%
、
四
十
五

年
の
一
五

三
%
を
ピ

l
ク
に
、
年
々

安
定
し

τお
り
、
今
回
は
八
・

三
%
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

専

・
兼
業
別
で
は
、
専
業
が
三
百
九

十
二
戸
と
四
十
五
年
よ
り
二
八

-
一
%

減
り
、
全
農
家
数
に
占
め
る
制
合
は
、

四
十
五
年
の
六
一

%
か
ら
四
八
%
に
。

一
方
、
兼
業
農
家
は
ご
三
%
相
の
四
百

二
十

二
戸
、
兼
撲
を
H

主
仰
と
す
る
第

二
組
兼
業
農
家
は
三
二

七
%
市
の
百

四
十
六
戸
で
全
農
家
数
の一

八
%
を
占

め
て
い
ま
す
。
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農
家
人
口
は
、

三
千
六
百
九
十
二

米
の
過
剰
に
よ
り
昭
和
四
十
五
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
未
生
産
調
張
、
稲
作

転
換
対
策
も
こ
と
し
で
終
了
し
ま
す
。
し
か
し
、
依
拙

と
し
て
過
剰
傾
向
に
あ
る
こ

と
、
的
庄
の
必
裂
な
出
産
物
も
少
な
く
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
粉
自
給
力
の
向
上
を
l
と
農
村
省
で
は
来
年
度
か
ら
新
た
に

H

水
凹
総
合
利
用
吋

策
"

(仮
称
)
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
試
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
取
り
入
れ
も
ほ
ぼ
終
わ
り
農
家
で
は
そ
ろ
そ
ろ
来
年
の
百
設
計
画
の
準

仰
に
と
り
か
か
る
時
期
。同
円
来
の
安
定
し
た
農
業
経
リ品
の
た
め、

十
分
検
討
し
て
も

ら
い
と
い
も
の
で
す
。

対
象
作
物
を
限
定

そ
の
訳
業
に
よ
り
ま
す
と
、
実位四
則

川
は
三
年
問
。
総
体
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
の
稲
作
転
換
対
策
と
大
差
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
食
躍
の
総
合
自
給
力
の
向
上

を
図
る
と
い
う
基
本
的
税
自
に
立
っ
て

い
る
た
め
、
対
島
作
物
が

限
定
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

定
着
性
が
ね
-
勺
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

対
畠
作
物
は
、
本
町
の

場
合
、

飼
料
作
物
、
野
菜

(宜
岡
町
鈴
し
ょ
、
新
規

植
殺
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

古
む
)
て
ん
菜
、
大
豆
、

そ
ば
で
、
小
豆一
に
つ
い
て

は
試
案
で
吋
晶
外
で
す
が

持
認
作
物
に
入
る
よ
う
申

消
中
で
す
。

今
年
も
平
年
作
。
こ

こ
数
年
冷
害
も
主
く
最

も
安
定
し
た
農
作
物
だ

人
で
、
こ
の
五
年
間
に
七
百
九
十
九
人

の
一
七
・

八

%

(全
道
平
均
二
六

・
二

%、

全
国
平
均
二

一
・
八
%
)
の
滅
。

十
年
前
か
ら
み
る
と
二
千
二
百
二
十

二
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
農
家

二
戸

当
り
の
世
帯
員
数
は
四
十
五
年
の
五

・

一
人
か
ら
四

五

人
に
。
年
齢
別
で
は

二
十
歳
未
満
が
三
一

%
、
二
+
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
五
二
%
、
六
十
議
以
上
が

一
七
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
家
農
業
に
従
事
し
た
人
で
は
、
農

家
人
口
の
減
少
に
比
例
し
て

一
六

四

%
減
の
二
千
二
百
七
十
二
人
。
そ
の
う

ち
、
年
間
百
五
十
日
以
上
農
業
に
従
事

し
た
人
は
、
千
三
百
七
十
二
人
で
、
こ

の
五
年
間
に
男
百
九
十
三
人
、
女
百
九

十
九
人
の
滅
。
十
年
間
で
は
、
男
女
合

わ
ぜ
て
八
百
六
十
四
人
も
減
っ
て

い
ま

す
。
こ
れ
は
、
機
械
カ
や
技
術
向
上
に

よ
る
省
力
化
の
成
果
と
み
ら
れ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
持
に
問
題
鈍
さ
れ
て
い
た

牧
草
は
、
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う

こ
と
か
ら
有
帯
血
啄

(大
事
栴
)
が
原

則
と
さ
れ
、加盟
川部
品
宮
は
、
有
都
農
家

と
の
利
用
契
約
か
民
協
と
の
委
託
販
先

契
約
を
結
ぱ
♀
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
牛

一
一四百
J
、
均

一
以
五
十

J
を
基
地
中
と
し
、
耕
起
、
再
冊
、

追
肥

を
原
則
に
認
め
る
な
ど
き
び
し
い
内
存

に
な
っ
て

い
ま
す。

な
お
、
林
木
、
川
市
樹
は
吋
皐
外
で
す

が
、
版
紙
作
の
県出聞
は

μ司
聞
の
経
過

M
M
位
に
よ
る
補
助
対
鼻
に
な
り
ま
す
。

ア
y
プ
し
な
い
奨
励
金

奨
励
金
は
、
全
面
平
地
収
以
回
の
水

準
を
十
J
九
り
問
万
円

〔特
必
作
物
は

三
万
五
千
円
)
担
皮
と
し
、
生
産
力
の

水
準
に
応
じ
た
反
別
奨
励
金
と
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
集
回
転
作
の
加

算
告
は
卜
J
当
り
五
千
円

(大
豆
は
一

万
円
)
で
協
力
特
別
交
付
全
が
山
町
止
に

な
る
た
め
、
全
体
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
金
制
に
な
り

ま
す
。
土
地
改
良
事
業
の
通
年
施
行
は

普
通
畑
が
千
十

一
お
、
牧
草
専
用
地
が

八
百
十

一
信
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
年
間
的
変
動
で
は、

図
的
百
四
十

三
む
の
増
と
畑
町
百
三
十
五
h
h円
減
。

十
年
前
か
ら
み
る
と
姻
町
二一

%
の

捕
に
対
し
、
田
は
七

一
%
の
千
九
十

一

継
続
実
施
さ
れ
、
助
成
額
は
十
J
当
り

年
間
三
万
円
で
す。

集
団
耕
作
は
、
単

一
作
物
の
品
投
集

団
だ
け
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
側

人
、
地
緑
集
団
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

而

稲
要
件
は
、
大
豆
三
話
、
野
菜
二
広
以

上
を
除
い
て
お
お
む
ね
六
広
以
七
と
な

り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
復
聞
を

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
町
や

内回
草
書

μ会
.
内
同
盟
側
係
同
体
で
組
織

し
て

い
る
町
稲
作
転
換
片
策

協
議
会
で
は
@
本
町
は
道
内

で
も
有
放
の
米
の
適
地
だ
@

今
後
の
来日
H
人
限
度
数
訟
の

配
分
に
彬
隅
仰
が
あ
る
@
米
側

が
上
が
っ
て
も
奨
励
金
は
す

え
泣
き
で
米
を
作
付
し
た
ほ

う
が
有
利
だ
ー
な
ど
の
理
由

か
ら
定
押
し
て
布
効
に
利
用

し
よ
う
と
す
る
も
の
以
外
は

で
き
る
だ
け
復
凹
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て

い
ま
す。

本
町
の
こ
れ
ま
で
の
推
移

を
み
て
み
ま
す
と
、
別
点
の

よ
う
に
昭
和
問
」l
八
年
度
を

ピ
i
ク
に
戸
数
、
而
般
と
も

減
っ
て
き
て
お
り
、
A
7
h

斗
皮

の
稲
転
は
三
背
四
十
五
戸
、

約
六
百
十

一戸山
で
、
水
稲
の

作
付
而
航
は
約
-
一
千
お
に
な

っ
て
い
ま
す
。
一

気
に
復
回

す
る
た
め
に
は
、
耕
作
機
械、

今金町の米生産調整、稲作転換の推移

民

60%が米作第 1位

ト日
も
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
.

一
方
、
鋭
紋
別
で
は
、
下
の
表
の
と

お
り
で
す
が
、
四
十
年
か
ら
四
十
五
年

の
変
動
が
目
だ
ち
、
十
円山
以
上
の
牒
家

が
五
十
八
戸
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

農
家

一
戸
当
り
の
経
営
耕
地
而
般
は

五

六

お。

水
田
の
一
戸
平
均
は
三

七
八
お
、
畑
は
二

・
三
五
お
で
す。

主
要
作
物
の
収
筏
面
積
で
は
、
水
稲

が
千
七
百
八
十
鈴
で
最
も
多
い
が
、
4
A

の
生
産
制
控
の
影
響
を
受
け
て
、
凶
十

五
年
か
ら
み
る
と
-
二

%
減
っ
て
い
ま

す
。
第
二
位
は
、
飼
料
用
作
物
の
千
四

百
十
八
信
、
つ
ぎ
は
い
も
類
の
四
百
二

十
六
鈴
で
、
四
十
五
年
よ
り
七
七
%
の

地
。
以
下
、
野
菜
類
、
ま
め
類
、
雑
穀
、

工
芸
作
物
の
順
と
な
っ
で
い
ま
す
。

農
業
の
国
努
問
責
と
い
う
べ
き

「農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
鼠
、
五
年
に
一
回
、
全
国

一
斉
に
実
錯
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
二
月
一
日
現
在
、
経
営
耕
地
面
積
十
J
以
よ
、

一
年
聞
の
農
難
生
産
物
の
総
販
売

額
が
七
万
円
以
上
の
農
家
を
対
象
に
剖
べ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
食
糧
政
策
が
、
わ
が
国
農
業
の
焦
点
と
な
っ
て
書
ま
し
た
が

本
町
の
農
業
経
営
の
実
態
拡
ど
う
な
の
か
、
そ
の
鵬
査
結
果
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
農
家
が
ふ
え
る
傾
向

農
業
を
す
る
人
の

老
齢
化
と
省
力
化
は

す
べ
て
の
農
作
業
へ
機
械
を
導
入
す
る

と
い
う
形
で
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

個
人
所
有
の
機
械
だ
け
み
て
み
ま
す

と
、
耕
う
ん
機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は
八
百

十
二
台
で
全
農
家
の
七
六
%
が
保
有
、

田
植
機
は
五
年
前
の
三
台
か
ら
百
三
一十

六
台
、

パ
イ
ン
ダ
は
百
五
十
五
台
か

ら
三
百
七
十
八
台
、
自
脱
型
コ
ン
バ

イ

ン
は
六
台
か
ら
百
二
十
八
台
、
乾
燥
機

は
百
十
三
一
台
か
ら
二
百
二
十
台、

動
力

噴
霧
機
は
五
十
八
台
か
ら
二
百
十
二
台

と
、
こ
の
五
年
間
に
い
ち
じ
る
し
く
仲

:.， 
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び
て
お
り
、

内刷
業
の
本
格
的
機
械
化
時

代
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、

雇
用
労
働
の
臨
時
雇

入
の
減
少
は
当
然
で
あ
り
、
五
年
前
の

組
入
れ
た
農
軍
数
七
百
戸
、
延
人
員
五

万
五
千
百
人
に
対
し
、
今
回
で
は
、
五

百
九
十
八
戸
、
三
万

一
千
百
人
と
四
四

%
の
減
少
を
示
し
て
い
ま
す
。

乳
用
牛
の
飼
盤
農

家
畜
飼
育

軍
政
は
二
百
六
十

一

戸
、
四
十
五
年
比
で
百
五
十
五
戸
減
少

し
、
飼
養
頭
数
で
も
二
千
三
百
六
十
八

頭
で
百
十
五
頭
減
っ
て
い
ま
す
。
一

方

一
戸
当
り
の
一肌
数
で
は
、
逆
に
六
一山
か

水
利
、
人
手
な
ど
多
く
の
難
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
町
で
は
、
来
年
度
三
百

P

ほ
ど
の
復
旧
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

十
二
月
中
に
は
試
案
が
で
き
、
内
容

も
幾
分
変
わ
る
こ
と
も
者一
え
ら
れ
ま
す

が
、
農
家
の
皆
さ
ん
も
こ
の
試
案
を
十

分
検
討
し
、
目
先
の
こ
と
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
「
白
分
の
段
主
総
"Hは
将
来
と

も
こ
う
進
め
る
ん
だ
」
と
い
う
し
っ
か

り
と
し
た
指
針
に
基
づ
い
た
昌
良
計
画

を
立
て
、
激
動
す
る
農
業
情
勢
に
付
処

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

(2 ) 

if 度 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 

転 f1'， f本緋 戸 数 409Ji 4651" 4581" 395P 345戸

転 fjo，休緋 而 111 69.820 a 89.324 a 91，530 a 76.704 a 61. 122 a 

fiiJ 宇千 11' 11;] 29.595 51. 718 60.282 54.980 35.696 

f1三 児 童告しょ 2，382 6，098 6，4日8 11，359 19.611 
豆 1Ji 2，448 7.908 8，186 5，196 1. 743 

牧1 そ 1;1' 1. 287 979 795 782 2¥0 

耳IJてん菜 273 881 850 312 315 
アス"ラカ'ス 日 8¥0 689 689 

「人l 井4 樹 282 642 1. ¥08 1. ¥07 

，1R 
林木 624 624 624 624 624 

その[也の'Fムf1 6，184 2. 144 3，933 1，654 1，077 

lji. iH 主体 f1' 27，027 18，640 9，0口0

経営耕地規模別農家数の勤者

1II模別 35年 40if- 45年 切年

O.5ha未満 98 99 43 39 

O. 5ha-1. 99 l叩 119 80 74 

2. Oh.-2. 99 218 164 80 76 

3. Oh.-4. 99 448 385 272 189 

5. Oha-9. 99 2田 267 351 364 

10.0ha以上 3 13 61 71 

農 事 散 1. 169 1，047 887 813 

ら
九
頭
に
ふ
え
て
い
る。

ま
た
、
肉
用

牛
の
飼
強
農
家
も
ふ
え
二
十
八
戸
の
二

百
六
十
七
頭
。
応
は
三
百
四
十
二
頭
と

五
年
前
の
半
分
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
の

農
産
物
の
売
上
げ

販
先
を
金
額

別
に
み
ま
す
と
、

-v
販
売
な
し

・
五
十

六
戸
V
百
万
円
未
満

・
百
四
十
五
戸
マ

三
百
万
円
未
満
二
百
三
一十
四
戸
V
五

百
万
円
未
満

・
二
百
七
戸
V
五
百
万
円

以
上

・
百
七
十

一
戸。

五
年
前
と
比
べ

る
と
三
百
万
円
以
上
の
農
家
が
四
十
三

戸
か
ら
三
百
三
十
四
戸
に
、
七
百
万
円

以
上
で
は
四
十
四
戸
あ
り
ま
す
。

な
台
、
販
売
収
入

一
位
の
作
物
は、

①
い
ね
U
四
百
八
十
四
戸
②
い
も
、
ま

め
類
、
雑
穀
H
百
三
十
戸
③
前
一
品
H
百

七
戸
④
野
菜
そ
の
他
H
三
十
六
戸
の
順

で
、
総
農
家
の
約
六
O
%
が
米
作
を
主

体
と
し
て
い
ま
す
。

(3) 



金
の
か
か
ら
な
い
、
き
れ

い
な
選
挙
を
実
現
す
る
に
は

有
権
者
が
、
政
治
家
や
候
補

者
な
ど
に
金
を
使
わ
せ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。こ

の
趣
旨
か
ら
、
今
回
、

公
聴
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

寄
附
の
禁
止
を
は
じ
め
、
金

の
か
か
ら
な
い
選
挙
実
現
の

た
め
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
制
度
を

改
め
る
こ
と
の
み
で
問
題
は

解
決
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、

き
れ
い
な
選
挙
を
実
現
す
る

に
は
、
有
権
者

一
人

一
人
の

平
索
か
ら
の
心
が
ま
え
が
、

最
も
必
要

B

な
こ
と
で
す
。

公職選挙法

選挙をめざして

選挙特集

う変わった

金のかからない

選挙特集

"7 

」ー

七
十
五
回
通
常
国
会
で
可
決
成
立
し
、
七
月
十
五
日
に
公
布
さ
れ
た
「
公
職
選

挙
訟
の

一
部
を
改
正
す
る
法
仲
」
が
、
十
月
十
四
口
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
「
選
挙
の
公
正
の
臨
仰
」
と
「
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
」
の

実
現
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
か
『
勺
、
私
た
ち
も
、
そ
の
内
容
を
十
分
認
織
す
る

と
と
も
に
、
み
ん
主
で
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
一
。

主
な
改
正
占
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

寄

附

の

禁

止

。

公
職
選
挙
法
上
の
寄
附
の
意
義

得
附
と
は
、
財
産
上
の
利
援
を
与
え

又
は
こ
れ
ら
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
す

る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
改
正
で
は
、

花
輪
、
供
花
、
香
典
祝
儀
、
紀
念
品

又
は
見
舞
品
等
も
、
こ
の
法
律
で
い
う

「
寄
附
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
寺
り
ま

し
た
。

〈〉

公
職
の
候
補
者
等
の
寄
附
の
禁
止

公
職
の
候
補
者
等

(立
候
補
予
定
者

及
び
現
在
公
職
に
あ
る
者
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
)
が
選
挙
区
内
の
者
に
行
う

寄
附
に
つ
い
て
は
‘
従
来
か
ら
、

um制止

さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
、

日
出
、

冠
制
緋
祭
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
名
日

に
よ
る
寄
附
が
行
わ
れ
、
そ
の
併
容
が

指
摘
さ
れ
、
選
挙
に
金
が
か
か
る
大
き

な
原
因
と
寺
っ
て

い
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、

「
政
党
や
政
治
団
体
に
対
す
る
帯
附
」

「
税
肢
に
対
す
る
寄
附
」

「
政
治
綿
門
会
勺
に
お
け
る
実
的
を

補
償
す
る
」

場
合
を
除
き
、
如
何
な
る
名
義
で
あ

る
か
を
問
わ
ず
、
選
挙
区
内
の
者
に
寄

〉

/
選
挙
公
営
等
の
拡
充

。
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び

ポ
ス
タ
ー
・
ビ
ラ
の
公
営

同
会
吋
捕
円
H
のJ
S
挙
に
お

い
て
は
、
供

託
物
が
没
収
さ
れ
な
い
け
候
補
者
に
似
り

こ
れ
ら
の
費
用
が
、

一
定
句
制
的
範
囲

内
で
国
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。。

新
聞
に
よ
る
政
策
広
告
の
公
営

品
取
締
院
誠
ぬ
の
総
選
挙
及
び
参
餓
院

議
員
の
通
常
選
挙
に
お
い
て
、
最
高
四

回
ま
で
輯
料
と
な
り
国
が
負
拠
庁
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

/

O
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
枚
数
の

増
加

選
挙
巡
助
用
通
由
設
住
の
枚
数
が
地

加
さ
れ
、
町
村
議
会

前
U
選
挙
に
つ
い

て
は
、
八
百
枚

(現
行
五
百
枚
)
、
町

村
長
選
挙
に

つ
い
て
は
、
二
千
五
百
枚

(
現
行
千
五
百
枚
)
に
な
り
ま
し
た
。

供
託
金
の
引
上
げ

供
託
金
が
、
約
三
倍
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
町
村
長
の
選
挙
は
十
二
万

円

(
現
行
四
万
円
)

実
費
弁
償
及
び
報
酬

の
増
額

選
挙
連
動
に
従
事
す
る
者

(事
務
員

を
含
む
。
)
及
び
労
務
者
に
対
し
で
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
実
質
#
償
の
傾

の
基
準
並
び
に
労
務
者
及
び
事
務
員
に

対
し
て
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
報
酬

附
す
る
こ
と
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。し

た
が
っ
て
、
公
臓
の
候
補
者
却
が

次
の
よ
う
な
行
為
を
し
た
と
き
は
法
律

に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

守
中
元
や
歳
暮
を
矧
る
こ
と
。

マ
祭
り
の
寄
附
を
し
た
り
、
酒
を
屈

け
る
こ
と
。

マ
閉
山
悦
い
や
部
成
式
に
、
花
蛤
を

開
る
こ
と
。

守
山
山
産

・
入

学

卒

業

就

職

結

婚
式
等
の
祝
い
や
、
病
気
見
舞
に
、

金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
。

マ
葬
式
に
智
典
や
花
輪
を
贈
る
こ
と

守
町
内
会
詳
の
民
り
に
、
世
を
寄
附

し
た
り
食
事
や
泊
を
川
け
る
こ
と
。

マ
逃
指
岳
か
ら
の
陳
情
者
に
食
事
を

1
・
押
引
H
仏人
I
J】
声

止
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p
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後
援
団
体
等
の
立
札
、

政
治
活
動
別
立
札
、
石
板
持
で
公
臓

の
候
補
者
等
の
氏
名
又
は
後
段
団
体
の

名
称
を
表
示
す
る
も
の
は
一
定
の
数
の

純
囲
内
(
知
事
選
挙
は
十
枚
、
道
議
選

挙
は
六
枚
、
町
村
町
議
会
議
員
、
町
村

長
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
四
枚
)
で
、

一
山
中
務
所
ご
と
に
そ
の
刷
所
に
お
い
て

二
枚
以
内
を
限
度
に
叫
示
す
る
も
の

(

縦
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
‘
梢
四
十

セ
ン
チ
メ
!
?
ル
以
内
で
選
挙
管
理
委

員
会
の
交
付
す
る
表
示
を
し
た
も
の
)

以
外
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ま告で区 λ 

H，L 改に弗~
三 正お‘ J晶空桂

へz=也院
車弘志 I一議
京れ挙 φ 白
都、すA邑 ff¥

四埼咋定こ4
人王宮数此
、京定亙 数

紳 士ン 数び干ZL
奈^ニ各 干吉
川 /、 つ j躍 品詞

県千い と五

t) 

に
な
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
公
峨
の
候
補
者
等
が

そ
の
役
職
口
又
は
構
成
日
と
な
っ
て
い

る
全
祉
そ
の
他
の
団
体
が
、
こ
れ
ら
の

者
の
氏
名
を
表
示
し
た
り
、
こ
れ
ら
の

者
の
氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法

で
寄
附
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
(
公

職
の
候
補
者
等
の
寄
附
の
黙
止
の
脱
法

行
為
を
防
止
す
る
た
め
)
、
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
に
対
し
て
す
る
助
合
を

除
き
、
如
何
な
る
名
殺
で
あ
る
か
を
問

わ
ず
、
選
挙
区
内
の
者
に
寄
附
す
る
こ

と
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

(4 ) 

看
板
等
の
掲
示
制
限

道五は
に百、し
つ十次た
いーのが
て人総つ
はと選て，
、苦手話 、I
変 プ 般
更ま らβ 晶
あ L::Z院
rた/1- 晶
ま Y人 lj
せ ん 3自 の

んノ北 b 定
J 海し数

。

報
酬
の
額
の
基
準

川
選
権
運
動
に
従
事
す
る
者
(
事

務
員
に
限
る
。

?44ιr;

以
一
単
日
制

三
千
円
以
内

間

労

務

者

凶

q
Jιτμ
ヴ
A
W

選
挙
迎
働
問
自
動
車
に
つ
い
て
、
制

マ
基
地
中
日
制

三
千
円
以
内
宮
地
域
等
に
お
け
る
貨
物
自
動
車
の
使

マ
超
過
勤
務
手
当
一
日
に
つ
用
に
つ
い
て
は
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

き
基
準
日
額
の
五
割
以
内

一
般
紙
誌
の
頒
布

選
挙
に
閲
す
る
報
道
師
論
を
掲
載
し

た
一
般
紙
誌
の
頒
布
に
つ
い
て
は
、
選

挙
巡
動
の
期
間
中
且
ぴ
選
挙
の
当
日
に

お
い
て
は
、
当
該
新
聞
紙
又
は
雑
誌
の

定
期
購
読
者
以
外
の
者
に
対
し
て
は
有

償
で
頒
布
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
誌
の
頒
布
の
制
限

選
挙
に
閲
す
る
報
追
及
び
都
論
を
拘

制
し
た
確
認
団
体
の
届
出
機
関
紙
誌
(

号
外
、
臨
時
号
、
増
刊
号
そ
の
他
の
臨

時
に
発
行
す
る
も
の
を
除
く
。
)
で
引

き
続
い
て
発
行
さ
れ
て
い
る
期
間
が
六

ヶ
月
以
上
の
も
の
の
頒
布
に
つ
い
て
は

選
挙
巡
助
の
期
間
中
及
び
選
挙
の
当
日

に
お
い
て
は
、
従
来
は
通
常
の
方
法
で

頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

こ
こ
で
い
う
通
常
的
方
法
と
は
、
当
該

選
挙
の
則
自
の
公
示
又
は
告
示
の
目
前

六
ヶ
月
間
に
お
い
て
平
常
行
わ
れ
て
い

た
方
法
を
い
い
、
そ
の
附
に
お
い
て
行

わ
れ
た
臨
時
又
は
特
別
の
方
法
を
含
ま

な
い
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

積
雪
地
域
等
に
お
け
る

大
型
ト
ラ
ッ
ク
等
の
使

用
の
特
例
の
禁
止

解
散
電
報
等
の
禁
止

衆
議
院
の
解
散
に
凶
L
.
公
職
の
候

補
符
の
氏
名
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
氏
名

が
矧
推
さ
れ
る
よ
う
な
事
羽
を
表
示
し

て
、
郵
便
又
は
電
報
に
よ
り
、
選
挙
人

に
あ
い
さ
っ
す
る
行
為
は
、
選
挙
運
動

用
宣
告
図
画
の
頒
布
の
禁
止
行
為
に
該

当
す
る
た
め
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

O

そ
の
他
迎
岐
制
の
た
め
の
手
続

の
改
正
直
び
削
金
の
大
幅
引
上
げ
な
ど

に
つ
い
て
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
~
が
、

特
に
寄
附
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
日
常

の
地
盤
底
養
行
為
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
名
目
に
よ
る
寄
附
が
行
わ
れ
、
こ
れ

が
選
挙
に
金
の
か
か
る
要
因
を
な
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
弊
容
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
寄
附
の
制
限

が
大
幅
に
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

斑

※

※

以
上
、
簡
単
に
今
回
の
改
正
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
と
が
、
く
わ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

(5) 
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出産 ・入学 ・卒業の
お祝い品やお祝いのお金

団体旅行の寄附や差し入れ

結婚のお祝い金やお祝い品

( 7 ) 

ゅー・・・・・・・・・ーー蹴

お中元やお歳暮

民主政治を健全に発展させるためには、選挙が明

るく きれい なものでな くてはな りま せん。しかし、

最近の選挙の実態をみてみますよ、選挙のルールが

守られていなかったり、金がかかりすぎたり、決し

て明 るく正しいものとは言えません。

明るい きれいな選挙

落成式や開l吉祝いの花輪

お祭りなどの寄附、お酒など

選挙を明るくきれいなものにするためには、政党、

候補者、選挙運動に従事する人たちが良織ある行動

をとることが大切です。また、国民一人ひとりも主

纏者としての自党を持ち、たえず選挙に関心を抱き

ながら、その重要性を認識する必要があります。

正しい選挙を推進しましょう

お葬式の香典、花輪、供花

lUUlI1l1lUII選挙特集川11川1/1111

旅行のお銭別

食事やおみやげ

集会などの飲食代

(6) 



私
た
ち
の
町

n
今
金
H

を
住
み
よ
く
す
る
た
め
町

で
は
、
生
活
環
境
、
教
育
施
設
、
経
済
基
盤
、
社
会

福
祉
の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し
も
約
八
億
円
に

の
ぼ
る
建
設
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
が
、

初
冬
を
迎

え
て
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
。
約
二
十
億
円
余
の
園
、

道
資
導
入
事
業
と
合
わ
せ
、
北
部
柏
山

の
中
心
農
業

都
市
と
し
て
大
き
〈
生
ま
れ
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

お
も
な
建
設
工
事
を
写
真
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ス
ボ

総↓
合 の
体 問
育堂 11

館

" 

づ田Iの円億8 

，
福
祉
住
宅
新
築
工
事
H

大
和
町
四
戸
(
写
真
)
種

川
宮
前
に
四
戸
が
新
築
。

教
員
住
宅
H
日
の
出
町

に
一
棟
二
戸

(写
真
)
日

進
に

一
戸
が
新
築

( 8 ) 

八東小中牢校新築工事

工'1'費 8，692万円をかけた新

校舎は電気吸房で6教室と特別

教室、体育館、 職貝室など総面

械 1，021m'¥12月には概ね完成。 '

集会や研修の場

にと日進に寿の家

が 785万円で新築

延床面積102.78m'

普
通
林
道
畑
の
沢
線
開
設
工
事
日

六
年
次
を
迎
え
白
石
か
ら
日
進
ま
で

の
全
長
六
千
四
百
四

+
μが
開
通
。

工
事
曲
目
二
千
五
百
八
十
万
円
。

旧高校跡地に雄大な骨格を現わ

Lた総合体育館は、 金町民肉体力

づ〈りの場として来年 3月完成し

ます。鉄骨造り 一部 2階建て延而

もり，173m'、総工事費36，600万円。

本村橋架換

=延長26.4:; 

rl') 6作、工事

費 1，770万円

r
 

町
温
イ
マ
ヌ
エ
ル
線
獲
雪
害
防
止
工
事
H

今
中
か
ら
新
神
居
橋
の
九
百
十
一二
灯
の
改
良

が
完
了
。
工
事
費
二
千
二
百
六
十
万
円
。

中
里
橋
架
換
工
事
H
誹
守
主
手

灯、

巾
H
六
口
、
総
工
事
政
五
千
三
百
万
円

で
完
成
、
日
月
日
日
は
喜
び
の
渡
械
式
。

町
道
旭
線
舗
装
工
事
H
駅
前
花
氏
商
庖
角
か
ら
明
治
乳
業

械
の
日
の
出
総
ま
で
約
三
百
三
灯
、

巾
良
七
五
日
引の
舗
装

が
完
成

工
事
費
千
四
百
九
十
万
円
。

気-:!?
V 

工
事
H
国
道
二
二
七
号

悶
校
グ
ラ
ン
ド
ま
で
の

を
舗
装
、
工
事
費
約
二

完
成
。

町
通
日
の
出
線
舗
装

線
今
小
入
口
前
か
ら
旧

約
三
百
い
川
、
巾
良
八
日
川

千
三
百
万
円
で
十
二
月

( 9 ) 



団全企翌三

八
束
校
舎

臨
時
町
議
会

臨
時
町
議
会
は
十
月
二

十
一
日
(
第
四
回
)
と
十

月
三
寸
一
日
(
第
五
回
)
聞
か
れ
、
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈〉

一
般
会
計
補
正
予
算

般
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
一
一
万

四
千
円
が
減
額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
十

七
億
七
千
八
十
七
万
一
千
円
口
な
り
ま

し
た
。補

正
の
お
も
な
も
の
は
、

本
年
中
の

火
災
彼
旧
工
事
と
し
て
計
上
し
て
い
た

八
束
小
中
校
舎
新
築
工
事
が
、
国
の
補

助
を
受
け
る
こ
と
か
ら
普
通
建
設
事
業

に
変
更
さ
れ
、
事
業
費
八
千
七
百
七
十

八
万
八
千
円
の
う
ち
六
千
三
百
六
十
三

十
九
年
間
に
わ
た
り
消
防
団
長
と

し
て
努
力
さ
れ
て
き
た
内
藤
虫
蔵
さ

ん
が
こ
の
た
び

退
団
さ
れ
、
そ

の
後
任
に
多
田

貞
太
郎
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

ふ/
7 

金
多消
国 防
貞図
書長
即に
さ
ん

あ
な
た
は
老
齢
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
か

年
金
を
う
け
る
た
め
に
は
、
長
期
内

加
入
期
間
に
、
保
険
料
を
お
さ
め
て

い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
で
、
今
年

六
十
歳
に
な
る
人
は
、
加
入
期
闘
は
十

四
年
あ
り
ま
す
が
、
最
低
の
条
件
と
し

て
保
険
料
を
お
さ
め
た
期
間
が
十
年
な

け
れ
ば
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
若
い
人
で
も
、
昭
和
十
五
年
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
今
後
六
十
歳
ま

で
の
期
間
的
保
険
料
を
お
さ
め
続
け
て

も
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
条
件
を
満
た
せ
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
を
お
さ
め
て
い
た
か
ど
う
か

が
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
向

き
め
手
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に
、
保

険
料
を
お
さ
め
忘
れ
た
期
間
が
な
い
か

ど
う
か
、
お
手
も
と
の
手
帳
、
領
収
証

等
に
よ
り
も
う

一
度
確
認
し
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ナコんきんね

最
後
の
チ
ャ
ン
ス

特
例
納
付
の
利
用
を

国
民
年
金
内
保
険
料
は
、
お
き
め
る

月
か
ら
二
年
を
す
ぎ
る
と
‘
時
効
に
な

り
ま
す
が
、
時
効
に
よ
り
お
さ
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
昭
和
四
十
八
年
三
月
分
以

(1) 

の
工
期
を
変
更

般
会
計
予
算
を
可
決

万
二
千
円
を
減
額
し
、
五
十
一
年
度
に

継
続
補
正
を
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、

八
月
の
集
中
表
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
西
郷
沢
川
、
上
利
別
橋
な
ど
四
本
の

災
害
復
旧
工
事
費
に
三
千
三
百
二
万
六

千
円
、
防
災
無
線
電
話
施
設
費
に
百
九

十
万
円
、
病
害
虫
緊
急
防
除
事
業
費
補

助
金
に
三
十
四
万
九
千
円
寺
ど
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
回
廊
支
出
金

三
一
千
八
百
三
十
二
一万
三
千
円
が
見
込
ま

れ
、
繰
入
金
三
千
六
百
三
十
六
万
七
千

円
、
町
償
二
千
三
十
万
円
な
ど
が
減
額

さ
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施
設
勘
定

補
正
予
算

輸
血
過
誤
に
よ
る
事
故
費
と
し
て
三

多
国
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
八

月
入
団
以
来
、

三
十
二
年
四
月
今
金

分
団
長
、
四
十
八
年
十
二
月
に
分
団

長
兼
副
団
長
を
歴
任
し
て
活
掛
さ
れ

「町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

前
団
長
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
結
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
金
分
団
長
に
は
、
及
川

良
さ
ん
、
副
分
団
長
に
山
崎
敏
雄
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
向
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
特
例
納
付

」
町
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
円
強
制
加

入
の
人
で
、
保
険
料
を
お
さ
め
て
い
な

い
期
聞
が
あ
る
た
め
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
人
に
、
も
う

一
度
保
険
料

を
お
さ
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
老
齢

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

特
別
に
も
う
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

過
去
に
お
さ
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
必
ず
お
さ
め
て
お
き
ま
し

ょ、ヲ。

千
三
百
八
十
五
万
円
が
追
加
さ
れ
、
収

入
に
保
険
金
収
入
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

。
請
負
契
約
締
結
の
変
更

八
束
小
学
校
建
築
工
事
の
契
約
金
摘

を
五
十

一
年
度
ま
で
の
二
カ
年
に
区
分

し
、
工
期
を
本
年
十
一
月
三
十
日
か
ら

五
十
一
年
五
月
十
五
日
ま
で
に
変
更
し

た
も
の
で
す
。

〈〉
工
事
輔
負
契
約
の
締
結

暖
房
器
具
の
再
点
検
を

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
幸
せ
を
明
日
に

つ
な
ぐ
火
の
始
末
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
一
月
二
十
六
日

か
ら
十
二
月
二
日
ま
で
J

秋
の
全
国
火

災
予
防
巡
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
多
発

期
を
む
か
え
、
町
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の

防
火
意
織
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
の

発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を

期
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

み
在
さ
ん
の
事
庭
に
お
い
て
は
、
常

に
火
災
発
生
の
危
険
と
同
居
し
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
家
庭
を
中
心
に
身
の
ま
わ

り
の
火
の
元
を
再
開
糾
織
す
る
と
と
も
に

そ
の
安
全
点
験
を
行
う
た
め
、
次
の
こ

と
を
重
占
に
家
庭
の
防
火
診
断
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
た
ば
こ
の
投
げ
拾
で
と
寝
た
ば
こ
の

防
止

マ
暖
房
器
具
の
安
全
点
検

れ
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
強

制
加
入
者
と
し
て
加
入
中
の
期
間
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
国
戻
年

金
を
脱
退
し
て
い
る
人
で
も
、
又
任
意

加
入
し
て
い
る
人
で
も
、
過
去
の
強
制

加
入
中
町
期
間
で
あ
れ
ば
お
さ
め
ら
れ

ま
す
。な

お
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
お
さ
め
る
制

は
一
ヵ
月
に
つ
き
九

O
O円
、
お
さ
め

る
こ
と
が
で
き
る
期
限
は
、
本
年
十
二

月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
残
る
二
ヵ
月

が
年
金
絡
を
得
る
た
め
の
最
後
円
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

保
険
料
を
お
さ
め
な
〈
て
も

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ

る
の
で
は
?

現
在
七
十
歳
以
上
町
人
に
は
、
無
拠

出
向
老
齢
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
民
年
金
制
度
が

発
足
し
た
当
時
、
す
で
に
高
齢
の
た
め

国
民
年
金
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
を

対
象
に
し
た
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
強
制
加
入
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
人
は
、
保
険
料
を
お

さ
め
て
い
な
け
れ
ば
‘
ま
っ
た
く
年
金

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ト
品
、
っ

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
加
入
町
届

出
を
し
、
保
険
料
を
お
さ
め
て
、
は
じ

め
て
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。特

例
納
付
に
よ
る
保
険
料
を
納
付
し

た
い
と
き
、
加
入
の
届
出
を
す
る
と
き
、

そ
の
他
、
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は

年
金
係
円
窓
口
で
ご
相
談
〈
だ
た
い
。

五
十
年
度
の
ス
ラ
イ
ド
率

年
金
扇
町
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、
総
理

付
統
計
局
が
作
成
す
る
‘
年
度
平
均
、

全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
対
前
年
度
比

上
昇
率
を
基
準
と
し
て
き
め
ら
れ
る
。

本
年
九
月
分
か
ら
の
ス
ラ
イ
ド
改
定

マ
町
近
日
の
出
線

(第

一
工
区
)
釧

装
工
事

(千
百
十
二
万
円
、
共
同
舗
装

工
業
側
、
五
十
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
)

マ
町
近
日
の
出
線

(第
二
工
区
)
舗

装
工
事

(
千
百
八
十
五
万
円
、
不
二
建

設
側
、
五
十
年
十
一
一
月
十
五
日
ま
で
)

マ
西
郷
沢
川
筋
左
右
岸
災
害
復
旧
工

事

(
千
百
七
万
円
、
外
山
建
設
、
五
十

年
十
二
月
十
日
ま
で
)

マ
ガ
ス
器
具
等
の
ガ
ス
も
れ
点
検
及
び

点
火
消
火
の
硝
認

マ
老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所
の

安
全
点
検

マ
消
火
用
具
の
地
備

新鋭タンク車を配官官火
災
の
初
則
消
火
に
威
力
を
発
抑
す

る
タ
ン
ク
付
き
消
防
ポ
ン
プ
車
が
こ
の

ほ
ど
今
金
消
防
本
部
に
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
タ
ン
ク
市
中
に
は
こ
干
似
の
ホ

柵
と
油
火
災
に
備
え
て
池
発
放
液
が
同

時
に
飛
び
出
す
放
水
銃
が
完
備
さ
れ
約

六
分
間
の
放
水
が
可
能
な
の
で
初
期
消

火
に
大
き
な
役
割
を
呆
た
し
ま
す
。

十
月
二
十
三
日
入
魂
式
の
後
、

的制
挺

火
災
訓
練
で
そ
の
威
力
を
み
せ
ま
し
た
。

率
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
対
す
る
、

昭
和
四
十
九
年
度
内
消
費
者
物
価
上
昇

率
に
応
じ
て
一

・
四

一
五
と
定
め
ら
れ

た
が
、
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
八
年
内
法

改
正
時
に
お
け
る
基
準
年
度

(昭
和
四

十
七
年
度
)
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

ロ
感
謝

し
ま
す

固

(10) 

。
愛
情
銀
行
に
予
託

守
昭
和
町
八
人
会

(代
表
大
宮
寮

-

さ
ん
)
毛
布
五
十
枚
を
盟
舟
聞
に

マ
白
石
光
喜
さ
ん
(
東
町
)
か
ら
自

転
車

一
台
を
並
舟
聞
に

マ
A
7
金
小
四
年
二
組

一
同
か
ら
千
羽

つ
る
、
タ
オ
ル
、
現
金
三
千
百
八

十
円
を
盟
舟
図
に

マ
田
中
毅
雄
さ
ん

(花
石
)
か
ら
社

協
会
費
六
日
分
三
千
円
也

図
表
彰
お
め
で
と
う
図

。

今

金

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
梨
山
菊

之
助
さ
ん

(開
成
・
東
町
)
と
老
人

相
祉
相
談
員
友
普
幸
次
郎
さ
ん

(
九
蔵

樋
川
)
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
基
盤
と
し
て
憾
印
刷
に
留
意
し
生
き

が
い
を
高
め
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
、
老
人
柄
祉
の
用
逃
と
相
祉

社
会
の
建
設
に
京
献
し
た
こ
と
に
よ

り
、
第
日
回
全
道
老
人
福
祉
大
会
に

お
い
て
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

J
 

〈
〉
郵
便
貯
金
創
業
百
年
記
念
に
あ

た
り
、
今
金
婦
人
会
は
、
昭
和
三
+

二
年
婦
人
会
活
動
の

一
環
と
し
て
仰

荒
貯
蓄
を
目
的
と
し
た
貯
金
告
を
結

成
、
十
八
年
間
に
わ
た
り
地
域
住
民

の
貯
帯
心
の
か
ん
援
に
大
き
く
武
献

し
た
こ
と
に
よ
り
北
海
道
郵
政
局
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま

L
た
。

は
、
昭
和
四
十
五
年
を

一
O
Oと
し
た

場
合
、
一

一
二

八
と
な
っ
て
お
り

こ
れ
に
対
ふ
昭
和
四
十
九
年
皮
肉
指
数

は
一
五
九

・
六
と
な
っ
て

い
る
た
め
‘

そ
の
上
昇
率
は
四

一

五
%
と
算
出
さ

れ
た
も
の
で
す
.

年金の種類 か け金期間 こんな と きに £手 金 額 (月額)

老 齢年 金 本人が25年以上 65識になったとき 28，3∞阿以上

国
通産圭鈴年金 すべての年金制年度以のト期間 65歳になったとき 8納付月量XIし'訓却醐0胴仰円附円X川叫川14凶4“l

を合わせて25 X 冊。 x141.5 
民

ケガや重い病気で心身障害者にな 1 a: 35，375阿

年
障害年金 本人が l年以上

ったとき 2量 :28，3∞円

金
母子年金 妥 が l'年以上

夫きが死亡し、母子世帯とな ったと

噂母子年金 幽弟妹き予を失った祖を母か師が、と研ゃ

拠制出
肺か祖母が 1年以上

のめんどう みている き (加算岨2人目吋)
3人目 4叩

遺児年金 父母が i年以上 みな L児になったとき

寡捕年金 夫 が百年以上 老別齢死年し金たをと畳きけ(6る0資議格-6の4歳あ)る夫と 夫の畳けるべき字壷の半面

福祉年金

1人11明拍叫年4月 l日以前に生れた
老齢福祉年金 が70殺障害に者なったとき 12，0ω円

1212級 については65歳から

障害福祉年金
ケガとか置きい病気で心身障害者と l 級組 : 18，0∞円

拠無制出

な し なったと 2 a: 12，0∞円

母融母子子福祉年金 唖ん輔ど教ヲ育を終TI町の子母孫柿、祖弟昧母のめ 15，6∞円 1

みている 、 、 に

明7治03歳9年に4月す 1日以凶(曲に歳生~れ69た歳人) 老齢特別給付金
が 遣るまで

9，0∞内

どんなときに年金が受けられるか

(ll) 

《



(2) 

年
金
一

間

夫
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
た
め
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ

た
が
、
夫
が
会
祉
を
退
職
す
る
慨
に
脱

退
手
当
金
を
受
け
て
し
ま
っ
た
が
、
市
量

的
通
算
対
象
に
影
響
が
あ
る
か
。

ナ

答

夫
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
た
め
、
そ
的
妥
は
国
民
年
金
的
任
意

加
入
者
対
象
者
と
な
る
が
、
そ
的
問
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
な
〈
て
も
‘
そ

の
期
間
は
通
算
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
が
厚
生
年
金
町
脱
退
手
当
金
を
受

け
た
と
き
は
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
期

間
は
被
保
険
者
期
間
で
な
か
っ
た
も
の

と
さ
れ
る
.
し
か
し
な
が
ら
、
裂
の
こ

の
間
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

「
カ
ラ
期
間

」
を
通
算
対
象
期
間
と
す
る
扱
い
は
、

こ
の
場
合
で
も
変
誕
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
は
夫
が
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
期
間
に

つ
い
て
妥
は
国
民
年
金
的
任
意
加
入
対

象
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

コんきん拍

ま
た
、
夫
が
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

に
つ
い
て
脱
退
手
当
金
を
受
け
て
厚
生

年
金
円
加
入
期
間
で
な
か
っ
た
も
の
と

さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
間
に
お
け
る
安

門
任
意
加
入
的
対
象
と
な
っ
て
い
た
期

聞
が
強
制
加
入
に
変
憂
さ
れ
る
こ
と
が

主
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

問
事
千
四
人
で
暮
し
て
い
た
が
、

夫
が
病
死
し
、
母
と
子
二
人
が
桟
さ
れ

た
.
民
生
委
民
向
人
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
た
場
合
は
母
子
年
金
が
受

け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
た
が
本
当
で
し
ょ

、フカ答

母
子
年
金
を
受
け
る
に
は
つ
ぎ

の

ωか
ら

ωま
で
の
条
件
を
満
た
し
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω夫
が
死
亡
し
た
こ
と
。

ω妥
が
被

保
険
者
で
あ
っ
て
、
夫
の
死
亡
目
的
前

月
に
お
い
て
、
所
定
的
保
険
料
拠
山
山
桜

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ω妥が
、

夫
の
死
亡
の
当
時
、
夫
に
よ
っ
て
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
川
問
委
が
、

夫
の
死
亡
の
当
時
、
安
ま
た
は
夫
何
十

八
歳
未
満
町
子
か
又
は

一
定
円
廃
疾
状

交
通
安
全
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

恒
例
の
交
通
安
全
町
民
マ
ラ

ノ
ン
大
会
が
、
秋
川
れ
の
イ
川

十
八
日
、
国
道
二
七
七
号
線
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

に

出
六
川
と
あ
っ
て
参
加
者
は

各
小
中
一
千
校
の
児
武
生
徒
か
ら

、

最
年
長
の
館
田
哲
殺
さ
ん
(
日

'

歳

出

英

町
)
た
ち
約
六
百
五
ト

卜
人
と
こ
れ
ま
で
の
品
一向
。

田

小

平
校
低
半
年
の

一
J
区
間

J
A

か
ら
行
年
の
七
J
区
間
ま
で
十

吋

一
組
に
分
け
て
役
助
，
M
を
ス
タ
ペ

卜
。
沿

道

の

お

母

さ

ん

た

ち

ド

担

の
盛
ん
な
声
挺
を
浴
び
て
市
街
耐
型

地
か
ら
下
祖
川
の
往
復
コ
ー
ス
を
走
り

円
ご
ろ
鍛
え
た
他
脚
で
み
ん
な
が
元
気

で
完
走
し
ま
し
た
。

一
位
の
成
紛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{小
》
児
チ
}
守

一
年

(一

J
)
小
林

尚
彦
5
分
位
秒
守
二
年

(
一
J
)
神
賢

態
に
あ
る
二
十
歳
未
満
町
子
と
同
一
円

生
許
に
あ
る
.

文
、
所
定
的
保
険
料
拠
出
要
件
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
ど

れ
か

一
つ
に
該
当
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ω
死
亡
日
の
ぞ
く
す
る
月
円
前
月

ま
で
に
保
険
料
納
付
済
期
聞
が
十
五
年

以
上
あ
る
こ
と
。

ω
死
亡
自
の
ぞ
く
す
る
月
円
前
月

ま
で
に
保
険
料
納
付
済
期
間
が
五
年
以

上
あ
っ
て
、
か
っ
、
そ
の
期
間
が
被
保
険

者
期
間
か
ら
保
険
料
品
庁
除
期
間
を
差
寸
う

い
た
期
間
的
三
分
の
二
以
上
で
あ
る
ニ

ル
」。

ω死
亡
目
的
ぞ
く
す
る
月
前
に
お
け

iウ :rrJ77tも>tτ 'l!'寸粧1頭でをせ物埜精ととでの現のたや結
. に し 心 ん 賀 会 神 い に も よ 代 っ す 身 婚
i霜よで .的で的 勺 ‘若う の とらだし
!を う 補 なはなて心〈に 夫 めにしてjお 。 う若も、ももを、客船と夫な子

く といの 1情的、くそ ¥'1はきや A 供
よしいうが神。ニだしを、れ子にが
うかっちな的せれきて表またにかで
にしたはけなちはま新現る の つまき
な、こ‘れ愛があす鮮しでは〈わる
つ 年と物ば wら〈 。で、恋昔すずと
て老ものなプいま あい人めのた
かい可不りラ現で る つ l司話がだ化

沿道から盛んな声援をうけてスタート

出吋
4
分
お
砂
守
三
年

(二
J
)

市
沢
禿

之
8
分
岨
秒
マ
四
司

会一
J
)
坂
本
仲

行
8
分
日
秒
マ
五
年
(
三
J
)
寺
凹
消

志
位
分
白
砂
守
六
年

(三
J
)
曲
浅
利

正
日
分
れ
秒

一小
平
女
子
一
マ
一
年

(

一
J
)
河
村
礼
子
5
分
泌
秒
マ

二
年

(

一
J
)
八
木
ア
ヤ
子
5
分間
W

秒
マ
三
年

(ニ
J
)
木
市
来
央
子
凶
分
目
秒
マ
凶

年

(二
J
)
新
井
明
子
8
分
団
秒
寸
五

年

(
二
J
)
山
崎
み
ど
り
8
分
灯
秒
マ

六
年

(ニ
J
)
熊
沢
立
江
8
分
訂
秒

一中
学
列
チ
}
問
J

7

一
年

一正
村
祐

土
日
分
間
出
秒
守
二
年
平
尾
義
春
M
分

ω秒
マ
三
年
伊
藤
川
町

一
日
分
別
秒

{巾
l

，
》
女
子
}
二
J
守
一
年

向

井

俊

子
8
分
初
秒
マ
二
年
八
重
樫
綾
子
8

分
お
秒
マ
=
一
年
山
本
博
子
9
分

ω秒

{ニ
イ
蔵
未
満
H

七
J
}
大
平
隆
庄
町
山

分
mw
秒

{三
十
歳
来
柑
H

七
J
}
桜
判

繁
部
分
お
秒

{四
十
歳
未
満
H

四
J
}

期
間
勝
彦
日
分
別
秒

{五
十
歳
未
満
H

三
J
}
斎
藤
白
日
分
位
秒

{五
十

一
級

以
上
H
二
一♂
}
館
田
哲
蔵
M
分
M
M

秒

た
か
ら
と
い
っ
て
自
動
的
に
支
払
わ
れ

る
も
の
で
は
な
'
¥
ご
自
分
で
桔
求
向

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
待
っ

て
も
支
給
き
れ
ま
せ
ん
。

現
在
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
る
方
は
、

明
治
四
十
三
年
十

一
月

一
日
以
前
に
生

れ
た
方
で
‘
保
険
料
を
十
年
間
あ
る
い

は
五
年
間
分
を
納
め
終
っ
て
い
る
方
は

筒
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
役
場
で
は
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
的
速
か
な
る
手
続
き
を
望
ん
で
い

ま
す
。
す
ぐ
手
続
き
を
M
H

国
民
年
金
町
老
愉
年
金
は
、

一
定
期

O
国
民
年
金
で
な
に
か
ご
相
談
は
。

問
分
の
保
険
料
を
納
め
る
と
六
十
五
歳
国
民
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
古
い
こ

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

と
や
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

し
か
し
‘
年
金
は
六
十
五
歳
に
な
っ

気
軽
に
役
場
年
金
孫
へ
お
い
で
下
さ
い
。

る
直
近
同
基
単
月
円
前
月
ま
で
に
お
け

る
枇
近
町
三
年
が
保
険
料
納
付
済
期
間

文
は
保
険
料
品
九
除
期
間
で
満
た
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

ω
死
亡
目
的
ぞ
く
す
る
月
前
に
お

け
る
直
近
の
基
準
月
の
前
月
ま
で
に
お

け
る
最
近
内
一
年
が
保
険
料
納
付
済
期

間
で
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ら
に
該
当
さ
れ
る
方
は
母
子
年

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
の
請
求
を

(12) 

こ
ん
な
と
き
奥
さ
ん
は
、
私
に
も

留

夫
と
同
じ
よ
う
に
老
愉
年
金
が
あ
っ

一

た
ら
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
が
受
け
一

ら
れ
た
ら
と
考
え
ま
せ
ん
か
。
一

サ
ラ
リ
?
ン
内
奥
さ
ん
の
た
め
に
、
叫

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
「
任
意
加
一

入
L

の
途
を
開
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
一

り
奥
さ
ん
が
か
け
金
を
し
、
奥
さ
ん
甲

車
凶
河
内
年
金
を
受
け
ら
れ
る
の
で
す
。
一

豊
か
な
落
着
い
た
老
後
を
守
る
た
め
司

せ
て
こ
れ
か
ら
は
老
夫
婦
だ
け
の
落
に
奥
さ
ん
自
身
が
い
ま
か
ら
準
備
す
一

ち
梢
い
た
生
活
を
と
思
っ
て
も
、
た
る
.
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一

〈
わ
え
も
な
'
¥
頼
る
の
は
夫
の
受
得
ら
れ
る
心
円
安
ら
ぎ
は
‘
若
き
や
一

け
る
老
齢
年
金
だ
け
、
と
い
う
の
が
新
鮮
き
を
保
つ
秘
け
つ
で
あ
り
.
物
一

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
も
っ
と
も

一

心
両
面
的
立
派
な
愛
情
的
表
現
で
あ
一

般
的
な
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
ヲ
か
。

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

一

i

j

!

1
I
l
-
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ら
、
よ
り
些
か
主
深
い
安
ら
ぎ
に
満

ち
だ
生
活
を
楽
し
も
う
と
す
る
た
的

に
は
、
お
互
い
の
信
頼
感
や
愛
情
と

あ
わ
せ
て
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
必
要

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
子
供
を
育
て
、
結
婚
さ

寒
さ
が
肌
に
感

じ
る
よ
う
に
生
る

と
皮
府
に
か
ゆ
み

を
お
ほ
え
る
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
お

も
に
中
年
か
ら
一
品
年
の
方
に
多
い
よ
う

で
す
。
目
印
肉
は
皮
府
が
乾
燥
す
る
か
ら

で
す
が
、
こ
れ
に
は
お
酒
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
刺
激
柑
の
も
の
を
少
な
〈
し
た
り

納
分
や
師
団
分
の
多
い
も
の
は
控
え

H
に

す
る
こ
と
と
、
便
通
を
よ
く
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

保
泊
と
し
て
は
‘
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤

を
使
用
す
る
の
が

一
帯
効
果
的
で
す
が

寺
に
よ
り
も
直
接
は
だ
に
在
る
下
着
類

に
は
化
織
も
の
や
毛
製
品
を
避
け
て
、

な
る
べ
く
綿
製
品
の
も
の
を
♂
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
原
因
が
糖

f呆
点、 早

脅威3
4ヘベ
窓i

M

岬
山
間
や
削
臓
病
に
関
係
が
あ
っ
た
り
、

ホ
ル
モ
ン
の
兇
常
な
ど
の
こ
と
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
か
ゆ
み
が
ひ
と
い
よ
う
で

し
た
ら
、
専
門
医
に
惨
て
も
ら
わ
な
〈

て
は
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
空
気
が
冷
た
く
乾
燥
し
て
い

る
と
、
か
ぜ
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
、
気
管

の
山
川
ハ
叫
が
事
〈
寺
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
病

気
ら
し
い
病
気
を
し
た
こ
と
の
な
い
方

は
「
か
ぜ
な
ん
か
」
と
、
か
ぜ
を
病

気
の
仲
間
に
入
れ
て
な
い
よ
う
で
す
が

ぜ
ん
そ
く
の
あ
る
カ
は
し
ろ
う
と
療
法

は
禁
物
で
す
。
「
か
ぜ
は
万
病
の
も
と
」

と
い
わ
れ
る
の
は
、
か
ぜ
の
よ
う
な
症

状
で
は
じ
ま
る
並
い
病
気
が
多
い
か
ら

で
す
。

濃
く
な
る
と
血
圧
が
あ
が
る
と
い
う

方
も
多
い
よ
う
で
す
。
血
圧
は
体
温
と

同
じ
よ
う
に
、
そ
の
人
の
平
助
的
な
門川

高
と
最
低
が
健
康
の
目
安
に
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康

状
態
の
基
地
昨
を
制
ベ
で
お
く
と
よ
い
で

p
し
ト
φ
λ
ノ
。

.牛(J)伝染性轟貫管斑に注意

最近、今金町内で{丘地性邸主H'i-
2たという宮古の伝染病が発見され
ました。 この伝抽出には次の三つ
の症状が現われ、 a抽力が拙いの
で牛体、都合内外的組閣出容を雌
守し . '1ーの ti'f~~犬に注むしましょう e
b 体 温が39-42'Cの発熱、セキが

出 て食枇がなくなり、涙を流し
露出になると呼岨凶l首位悲品ある
下酬を起し肺員会とで死亡する.

1>11日が充血し多Jilの涙を流し 、虫
益引ニなると白IIJ，となりめくらに
なる地合もある 。

p掛 11<'生拙器が赤〈なり多量のお
りもの、膿が出て流産する。
以上の症状が発見された場合は

1EL怠にf品車共清組合に辺H，告される
ようお原!i~ 、 します。

(今金町家 前日間防疫組合).ε年東金融ミ を利用しませんか

道信用保証協会では、中-1せî::~
者に対して 「年末~融」の申し込
みを受け付けています。

申 し込み先は町内の金融柑1則ても
12月25日までです。
b融資金百 700万円以内
b資金使途 運転資金
b融資削 IIll 年以内
b 融資和l車各金融柚閣の利~-i!
p 担 保原則として必要

詳しいことは取拙金融機閉 また
は商工会にお問 い合せください。

圃 「かんl:r資金J 写真を事 草

三子L柑、公il!;住宅、道路、町民セ
ム〆ターなど間保資金の融資によ っ
て完成した施設を姐材とした「か
んぽ資金」写真 コンクールが、 こ
としも挺!1!iされます。応 募作品に
は、簡保資金融 資胞肢が合まれて
いること(一部でもよ L叶が品作
で、融資施設にマァチした明るい
作品を盟みます。
bサイズカラ はスライド35'リ

以上、 白以 は 4';;明(組写真官T)
bキ帝 1;]) 51勾 1 n 16日
b賞 推 i.t!f1布、 5万円 卜ロフィ

宇和町2点 3万円 今

入選 5点 1万円楯
事加賞 応事者全員 に粒l，'t:，

b今金町村伝施 設 公白住宅、今
金小佐枝 町民センター、 中央
拙樹閥、役場 、総合体育館など.，2月の件目当番医
7 EI 今金町 国保柑院
14日 町 田 医院
21日岩 間 医 院
28日 今金町国保山院

.納期内に納めよう
国民他府保障脱
個人耶業税

11同30日まても

(13) 

おしらせ
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ご
存
知
で
す
か

人
材
の
確
保
に
は
、
魅
力
の
あ
る
退

職
金
制
度
の
完
備
が
、
賃
金

・
労
働
時

聞
の
問
題
な
ど
に
劣
ら
ず
不
可
欠
で
す
。

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
退
職
金
制

度
の
算
宮
性
が
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
、

魅
力
あ
る
制
度
を
企
業
独
自
で
作
る
こ

と
が
困
難
な
事
情
も
あ
る
よ
う
で
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
椅
制
度
は
、
こ

の
よ
う
な
中
小
企
業
の
た
め
に
、
園
町

鍛
助
で
大
企
業
な
み
の
退
職
金
が
支
給

で
き
る
よ
う
に
と

い
う
趣
旨
で

つ
く
ら

れ
、
固
か
ら
補
助
金
の
出
て
い
る
唯

一

の
退
職
金
制
度
で
す
。

本
町
で
も
す
で
に
十
五
の
事
業
所
が

加
入
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
未
加
入
の

事
業
所
は
、

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
一

府
内
容
の
充
実
し
た
退
職
金
制
度
を
確

立
さ
せ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
制
度
の
し
く
み
}

事
業
主
が
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
と
退
峨
金
共
済
契
約
を
結
び
、

毎
月
従
業
員
の
掛
金
を
近
〈
の
金
融
機

関
に
納
め
ま
す
。
事
業
団
は
従
業
員
が

退
職
し
た
と
き
、
所
定
の
退
職
金
を
泣

接
そ
の
従
業
員
に
支
払
い
ま
す
。

{制
度
の
特
色
V

7
軽
い
負
担
で
有
利
な
給
付

毎
月
わ
ず
か
な
掛
金

(
最
低
八
百
円

か
ら
最
高

一
万
円
ま
で
、

」l
九
種
類
)

で
将
来
多
鮪
の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま

す
。
掛
金
を
三
年
以
上
掛
け
る
と
、
退

峨
金
に
国
庫
か
ら
補
助
金
が
つ
き
ま
す
。

ま
た
、
働
金
は
、
掛
金
ま
た
は
必
型
経

世
と
し
て
全
額
免
税
の
特
典
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

マ
安
全
で
路
実

こ
の
制
度
は
、
政
府
関
係
機
関
で
あ

る
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
聞
が
巡

屈
し
て
い
る
国
の
制
度
で
す
の
で
、
こ

の
制
度
で
退
職
金
制
度
を
作
れ
ば
、
労

使
と
も
安
心
で
き
ま
す
。

マ
手
軽
に
利
用
が
可
能

掛
金
を
お
近
く
の
金
融
機
関
に
払
い

込
ん
で
お
〈
だ
け
で
、
資
金
の
特
出
、

退
職
金
の
支
払
い
ま
で
、
す
べ
で
いれ業

団
が
行
い
ま
す
か
』勺、

市
務
の
手
川
も

は
よ
け
手
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

マ
厚
生
施
設
に
融
資

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
企
業
は

従
業
員
の
福
利
厚
生
施
設
を
つ
く
る
資

金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
事
業
主
や
経
泊
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
小
胤
模
企
業
共
済
制
度
と
い

う
回
目
退
職
金
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

別
に
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
ら
制
度
の
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
商
工
観
光
殿
、
前
工
会
お
よ
び
令
融

機
関
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

， 

-
滝
文
彦
君
が
九
量
部
屋
に
入
門

八
幡
町
の
沌
正
美
さ
ん
の
長
男
、
文
彦
君

(防
政

桧
山
北
尚

一
年
生
)
は
、
九
州
場

所
初
日
に
日
本
相
操
協
会
的
新
弟
子
に
見
事

合
格
、
附
れ
て
一
江
川
棚
網
千
代
の
山
親
方
の
も

と
で
し
こ
を
附
む
。
文
彦
君
は
身
長

一
八
三

ヰ
、
体
重
一

O
一
J
と
粗
大
型
、
十
月
二
十

八
日
の
激
励
金
で
「
立
派
な
力
士
に
♀
り
ま

す」

と
角
界
入
り
を
決
意
し
て
出
発
し
た
。

:立歴同L
S拍F!Iこ
比べて

9.719 (+18) 
4.763 (+ 5 ) 
4.956 (+13) 
2.649 1+9) 

Ci月 30LI現在の)
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た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

回開
円
山
チ
(
勝
男

二
女
)
御

民主

量
行
北
掘
遺
今
企
町
世
場

=広根回

トヒベyクス

ill| 

(J4) 

-
今
金
チ
l
ム
、
桧
山
管
内
パ
ス
ケ
y

ト
大
会
で
二
度
目
の
優
勝

第
三
回
絵
山
管
内
町
村
対
抗
パ
ス
ケ

ァ
卜
ポ

I
ル
大
会
が
十
月
二
十
六
日
、

今
小
体
育
館
で
聞
か
れ
、

参
加
し
た
六

チ
1
ム
で
汗
ま
み
れ
の
熱
戦
を
展
開
。

今
金
チ
i
ム
は
、
瀬
棚
と
印
対
凶
、

江
差
と
幻
対
M
A

で
白
熱
し
た
が
、
決
勝

で
は
乙
部
チ
l
ム
に
胡
吋
却
で
圧
勝
し

筑

-
回
目
に
続
き
二
回
自
の
催
勝
を
飾

っ
た
。

長
虫
)
鈴

金

長
児
)
聞

代

長
女
)
神

丘

二
女
)
八

束

長
女
)
大
和
町

長
女
)
日
の
出
町

長
立
)
古
川
美
町

長
男
)
昭
利
町

長
立
)
大
和
町

体
作
時
及
川
ふ
兆
崎
明
淘
時

闘
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

村
上

雅

秋
H
離

合

澄

子

昭
和
町

秋

山

芳

夫

H
須

賀

道

子

本

町

阿

部

弔

治
H
和

田

利

子

市
栄
町

固
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

中
川
マ

ス

子

五

十

四

議

材

町

臼

訓

八

十

-
一

歳

鈴

金

森

川

四

十

一
般

鈴

金

伊
藤

八
十

四

抜

本

昇

(九
月
分
)

鞄

行

拍

H
匂

幸幹ト
八 93 ラ

印
印
刷
M
明

n淀
川
川
山
尚
除
制
れ
札


